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■公益社団法人日本青年会議所内に災害対策本部設置【東京都】

■支援物資受入拠点確保
【瀧の川運輸(七尾市)、杉本瓦工業(羽咋市)、岩田鉄工(金沢市)】

■JVOAD様、当会の石川ブロック協議会との打ち合わせ
■石川県災害対策本部へ訪問
■JVOAD様、他NPO法人との打ち合わせ

■石川県社会福祉協議会様と打ち合わせ【石川県社会福祉協議会】

■支援物資受入開始
【瀧の川運輸(七尾市)、杉本瓦工業(羽咋市)、岩田鉄工(金沢市)】

■支援物資受入、支援物資の配布開始(珠洲、輪島、能登、七尾、穴水)

■200台超の屋内用ストーブを調達しJVOAD様を通して、
第１弾を22時30分、第2弾を24時に輪島市文化会館へ配送【輪島市内】
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■16時06分頃能登半島を震源とする地震発生【石川県】

【石川県庁】

支援物資内訳
ブルーシート11,751枚、簡易トイレ54,594個、土嚢袋204,236枚、
飲料水181,144ℓ、ナイロンロープ2,646個、生理用品118,449個

9日

支援物資内訳:石油ストーブ・ファンヒーター 249個、
ポンプ200個、 ポリタンク200個
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1月27日より、社会福祉協議会と連携をし、七尾市にてボランティアセンターの運営を開始
しました。全国から集まったJCメンバーと一般ボランティアのグループを編成し、瓦礫の撤
去や運搬を行いました。

当時の課題

社会福祉協議会のスタッフの皆様もボランティアセンターの運営に関する経験が少なく、
一般ボランティアの方の班分けや、家財搬出現場に送迎することが困難な状況であった
ことから、JCメンバーを連日30名近く動員し、班分け作業や家財搬出現場への送迎など
の運営のサポートを行いました



令和6年能登半島地震に対する取り組み③

page4

JCのネットワークを活用して、
ハイエース7台、軽トラック5台を
石川県内から調達し、最終的に
七尾市ボランティアセンターへ
つなげ、継続的に運用が可能と
なりました。

インフラ整備

輪島市ボランティアセンターでは、
当初テント2張で運営していまし
た。海辺で強風にあおられ飛ば
されそうな状況でした。1月、2
月の寒さもあり、日本JCのネッ
トワークを活用してコンテナハウ
スを3台無償でレンタルしました。



被災地支援復興プロジェクト
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本事業は、能登の震災からの復興支援と被災地への関心を広めることに
加えて、全国の高校生と石川県の高校生が集まり、能登の復興状況を
学び、支援への意識を高める機会を提供することを目的に開催しました。
全国から集まった高校生たちは、被災地視察や意見交換を行い、震災に
対する理解を深め、能登の未来に向けた具体的な復興プランを考案しま
した。プログラムの最後には、復興支援への願いを込めた花火を打ち上
げました。これは震災を経験した地元住民と高校生たちが、未来への
希望と団結の象徴として、能登の夜空に彩りを添えることができました。
花火の打ち上げは、復興支援の思いを広めるだけでなく、参加者全員に
とって心に残る締めくくりとなり、支援活動の大切さを再確認する場と
なりました。

交流会 打上花火輪島朝市視察

ネクストリーダーによる
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災害対策初動対応マニュアルのブラッシュアップ


